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(社)全日本指定自動車教習所協会連合会 ・警察庁



聴覚に障害のある方(10メートル離れた所で90デシベル
の警音器の音が聞こえない)が 普通自動車を運転する

場合には、次の条件などを守りましょう。
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繋慧白罰単が後ろから避づいてくる場谷

後ろから緊急占罰輩がサィレンを鳴ら
して近づいてきても サイレンの音が間
こえないため、緊急占動量の進行のじや
まをしてしまうおそれがあります。

ワイドミラーを使つて、後ろの交通の
様手を諸かめ 繋慧自動肇が追づいてく
るのに草く気づくょぅにしましょう。景
づいたときは 交差点の近くでは 交差
点から離れて遭蕗の左働に寄つて=度i
まり、そのほかのところでは 遁蕗の左
側(=芳遇をの道島で理働に寄ると、か
ぇって熱慧占鋼量のじゃまになるときは、
若働)に寄つて繋慧自動筆に道を譲りま
しょう。

進路を変えようとするときに後ろから車が近づいている場合

進路を変えようとするときに 後ろの
筆が危蔭を慧じて讐讐需を嶋らしても、
讐讐需の音が聞こえないため そのまま
進島を変えようとし続けてしまうおそれ
があります。

このため、ワイドミラーを使い 後ろ

や尉め後ろの養轟の様手をよく撻かめ
余裕をもつて進路を変えるようにしまし

よつ。

「τIこに掲|ザた場in以)で ホ姜を感したり 危険と感じる場箇がありましたら 讐蒙の蓮輸党
詳証農場奪ゃ鞍習手に1目訣してくださし、
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薩醤鳥らせ」の標識がある、uJ血蔀の遣島や見通しが想ぃ養量驚、
曲がり角などを走る場合

嗜雪鵡らせ」の様議がある場競を通るとき
や 饉替は簡」の増議がある場競で 見通しが
悪ぃ養皇煮 苗がり首 Iり段躍 を描るとき
には 向かつてくる車にあなたの車がいることを

気づかせるため 必ず警音器を鳴らしましょう。

また 進雪編らせ」の標譲などがある場競で
は 向かつてくる車に注意するとともに すくに

止まることができるスピードで運転しましょう。

狭い遣轟から前進かバックで広い道路に出ようとする場合

毅い遭露から前進かバツクではぃ道島にこよ
うとしているときに 云い遭露を走つている占
勤肇などが讐讐書を偽らしても発づかず 箭進
かパックを罵けてしまうおそれがあります。
このため 毅い造蓋から箭進かパックをする
ときは 艦づぃてくる占覇筆などに注意しなが
ら あなたの軍がいることに負づいてもらえる
ように 少しずつ罰進かバックをしましょう。

踏切を通り過ぎようとする場合や、見通しが悪い交差点を

熱慧自動量が通り通ぎようとしてぃる場答

電量(歩]量)が選づぃてくる讐や警覇機の普が蘭
こえないため 遠齢機の点浸に窪意しましよう。
選助では、すぐ睾喬で笙度iまり 適齢藩が薩り
ていなくても 左者の安全を構かめましょう。

緊慧占断筆のサイレンの讐が聞こえないため
よ澪暑やほかの量き どヽの青りの愛轟(ピ鍾慧して
繋蒼占in量が鑑づぃてきてぃるときには よける
ようにしましょう。

×このほわヽこも 危険を知らせる警音器の書が間こえなぃため 周囲の晏通断 .翌意しましょう。
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窟由自動筆装讐所二搬のii薔き最のほか

●ワイドミラーの正しい使い方

●危険をとらえることができないおそれがあ

る道路交通の場面

について 実際の車を使うなどして教習を

受けます。

※指定首覇量顔習手の承菜とは i罷 墨nが発際され
ます.

一般の講習のほか

●ワイドミラーの正しい使い方

●危険をとらえることができないおそれがある遭蕗巽通の場面

について、実際の車を使うなどして講習を受けます。

x指量自動量蒙習齢の翠雪星支Ijぎ由自覇量預冒計の博前のま澄を蔓け
た人は 取樽蒔晟陸 貫ける必要はありません。

●ワイドミラーを付けること

●専ら人を運ぶためのつくり

をした讐通占蜀革だけ



差輪斃詳に哺覇岳案祥」が■ぃてぃる人

●ワイドミラーの使い方の確認

ワイドミラーを正しく使うことができるか 実際

の車を運転して確認を受けます。

●姜全新肯
危険をとらえることができない道露養通の場面に

ついて 実際の量を横って晏奎霰音を蔓けます。

●ワイドミラーを付けること

●専ら人を運ぶためのつくりをした

普通自動車だけ

●聴覚障害者標織を付けること

※違反した場合には 罰則があります

|まん

「メール1哺◎警システム」につもヽて

釜箇蔀道浩員讐震ては、養懇拳&が通きたときなどに、糧等壁藷ゃバ
ソコンなどのメール機能を使つた110番通報のしかたとして、「メール
110番システム」の運用を行つています。
詳しくは、都豊浩員讐寮にお簡答せくださぃ。


